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近
世
京
都
の
有
力
商
家
、
薪
炭
商
小
山
家
に
伝
来
す
る
美
術
作
品
の
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査
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究
Ⅱ
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二
〇
一
四
年
五
月
よ
り
京
都
小
山
家
に
伝
来
し
た
美
術
品
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
小
山
家
は
近
世
の
有
力
な
薪
炭
商
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
も
調
査
は
継
続
し
て
い
る
が
、
近
世
京
都
に
お
け
る
薪
炭
商
と
い
う
特
殊
な
業
種
の
商
家
に
伝
わ
っ
た

文
化
財
の
概
要
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
本
研
究
は
小
山
家
に
伝
来
し
た
美
術
品
を
今
日
的
な
観
点
で
様
々

な
視
点
か
ら
評
価
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
基
礎
調
査
を
終
え
た
美
術
品
に
つ
い
て
、
絵
画
表
現
に
関
す
る
問
題

を
中
心
に
紹
介
す
る
。

（
キ
ー
ワ
ー
ド
：
小
山
家
、
薪
炭
商
、
近
世
京
都
、
屏
風
、
絵
画
）
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一
、
は
じ
め
に

三
条
通
が
、
桂
川
の
堤
に
差
か
か
る
手
前
に
、
閑
静
な
佇
ま
い
の
商
家
が
あ
る
。
こ
の
家
が
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
薪
炭
商

の
小
山
家
で
あ
る
。
小
山
家
の
前
を
通
る
三
条
通
り
の
南
側
に
は
、
西
高
瀬
川
が
流
れ
て
い
る
。

小
山
家
の
調
査
は
、
平
成
二
十
三
年
五
月
三
日
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
始
ま
っ
た
。
調
査
の
進
展
に
伴
っ
て
、
先
祖
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
薪
炭
商
関
連
の
貴
重
な
文
化
財
を
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
伺
っ
た
。
そ
し
て
二
回
目
の
調
査
の
と
き
、
小

山
家
の
文
書
の
一
部
が
京
都
市
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
史
料
京
都
の
歴
史
』（
右
京
区
・
一
九
九
四
年
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
小
山
家
の
調
査
は
、
鈴
木
が
担
当
す
る
本
学
文
化
学
部
の
演
習
の
一
環
と
し
て
調
査
を
続
け
た
。
さ

ら
に
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
は
、
京
都
産
業
大
学
む
す
び
わ
ざ
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
展
示
を
視
野
に
入
れ
た
調
査
も
開
始
し
た
。

こ
の
こ
ろ
よ
り
、
小
山
家
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
調
査
内
容
を
一
段
と
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
成
果
の
一
端
を
公
開
す
る
た
め
に
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
一
月
十
八
日
に
か
け
て
、
京

都
産
業
大
学
む
す
び
わ
ざ
館
の
「
第
六
回
企
画
展　

京
都
下
嵯
峨
薪
炭
商
小
山
家
の
歴
史
」
と
し
て
展
示
会
を
開
催
し
た
。
さ

ら
に
平
成
二
十
六
年
三
月
に
は
、
小
山
家
に
伝
世
さ
れ
て
き
た
ひ
な
人
形
や
雛
道
具
の
展
示
を
行
っ
た
。

一
方
、
博
物
館
学
芸
員
課
程
の
実
習
と
し
て
、
小
山
家
か
ら
借
用
し
て
い
る
資
料
の
調
査
も
実
施
し
て
い
る
。
特
に
平
成

二
十
六
年
度
か
ら
は
屏
風
や
掛
軸
と
い
っ
た
美
術
作
品
の
調
査
も
開
始
し
、
調
書
の
作
成
、
即
ち
作
品
ご
と
に
新
た
な
管
理
番

号
を
付
し
、
名
称
（
画
題
）、
形
態
、
材
質
、
寸
法
、
損
傷
等
に
つ
い
て
記
録
し
、
写
真
撮
影
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
六
年

十
二
月
に
は
、
京
都
産
業
大
学
む
す
び
わ
ざ
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
ミ
ニ
企
画
展
「
屏
風
展
」
と
題
し
て
、
実
習
の

際
に
調
査
対
象
と
な
っ
た
屏
風
三
点
を
一
般
に
公
開
す
る
機
会
も
得
た
。
以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
で
、
小
山
家
に
伝
来



 51 近世京都の有力商家、薪炭商小山家に伝来する美術作品の調査研究Ⅱ

す
る
美
術
作
品
の
性
格
や
特
徴
が
僅
か
な
が
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
現
在
も
調
査
は
継
続
中
で
あ
り
、
必
ず
し
も
断

定
で
き
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
小
山
家
伝
来
の
美
術
作
品
に
関
す
る
調
査
状
況
及
び
今
後
の
調
査
の
見
通
し
に
つ
い
て

記
し
て
お
き
た
い
。

二
、
諸
作
品
の
分
析

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、
計
七
件
、
八
作
品
の
基
本
事
項
、
す
な
わ
ち
画
題
や
作
者
、
損
傷
状
況
等
に
つ
い
て
確
認
を
終

え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
四
件
が
屏
風
、
残
り
三
件
が
掛
軸
で
あ
る
。
こ
れ
ら
七
件
の
作
品
に
は
、
落
款
や
印
章
、
箱
書
、
絵
の

内
容
等
に
基
づ
き
、
暫
定
的
な
が
ら
以
下
の
よ
う
な
仮
称
を
付
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
屏
風
四
件
は
そ
れ
ぞ
れ
、〈
法
橋
友
汀
落

款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉（
図
1
）、〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉（
図
17
）、〈
源
氏
物
語
扇
面
貼
付
屏
風
〉（
図
26
〜
34
）、〈
銀

も
み
屏
風
〉
と
称
し
て
お
り
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
は
二
隻
一
双
、残
り
三
件
は
六
曲
一
隻
屏
風
で
あ
る
。

ま
た
掛
軸
三
件
は
そ
れ
ぞ
れ
、〈
伝
守
信
筆
山
水
図
〉（
図
48
〜
51
）、〈
伝
永
納
筆
踊
壽
老
図
（
三
福
神
図
）〉（
図
57
〜
59
）、〈
伝

探
信
筆
寿
老
人
図
〉（
図
63
・
64
）
と
称
し
て
い
る
。〈
伝
守
信
筆
山
水
図
〉
は
対
幅
で
あ
り
、各
幅
を
〈
洞
庭
秋
月
図
（
仮
）〉、〈
瀟

湘
夜
雨
図
（
仮
）〉
と
仮
称
し
て
い
る
。
一
方
、〈
伝
永
納
筆
踊
壽
老
図
（
三
福
神
図
）〉、
及
び
〈
伝
探
信
筆
寿
老
人
図
〉
の
二

件
は
単
幅
で
あ
る
。
以
下
、絵
画
表
現
の
分
析
を
中
心
と
し
な
が
ら
、諸
作
品
の
性
格
及
び
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

a
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉

本
作
品
に
お
い
て
最
初
に
検
討
す
べ
き
問
題
は
、「
法
橋
友
汀
筆
」
の
銘
を
有
す
る
第
一
扇
の
〈
梅
尾
長
鳥
図
〉
及
び
、
第
六

扇
の
〈
柿
猿
図
〉
が
、
石
田
友
汀
の
真
筆
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
（
図
2
・
3
）。
印
章
及
び
落
款
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会

に
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
の
で
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
が
、
現
段
階
で
は
印
章
及
び
落
款
の
分
析
の
み
で
第
一
扇
及
び
第
六

（
1
）
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扇
の
真
贋
に
つ
い
て
結
論
を
出
す
の
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
（
図
4
〜
7
）。
す
な
わ
ち
、
本
屏
風
の
真
贋
に
つ
い
て
考
察
す
る

上
で
絵
画
表
現
の
分
析
は
甚
だ
重
要
で
あ
る
。

最
初
に
、
真
贋
判
定
の
基
準
と
な
る
第
一
扇
及
び
第
六
扇
に
描
か
れ
た
鳥
、
猿
、
樹
木
の
描
写
に
つ
い
て
詳
細
に
観
察
す
る
と
、

両
図
が
画
業
を
本
職
と
す
る
画
家
の
手
に
よ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
（
図
8
〜
10
）。
例
え
ば
、
鳥
の
羽
の
表
現
に

お
い
て
は
、
部
分
ご
と
に
質
感
の
相
違
や
羽
毛
の
幅
が
的
確
な
筆
致
で
描
き
分
け
ら
れ
て
お
り
、
尾
羽
の
羽
毛
一
本
一
本
を
丁

寧
か
つ
繊
細
に
描
写
す
る
点
に
は
、
踏
み
込
ん
で
述
べ
れ
ば
、
狩
野
派
よ
り
鶴
澤
派
、
鶴
澤
派
よ
り
円
山
四
条
派
と
い
う
近
世

京
都
の
絵
画
の
系
譜
の
中
に
、
本
作
品
が
連
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
同
様
の
描
き
分
け
は
、
猿
の
顔
貌
表
現

に
お
け
る
各
部
の
筆
勢
や
、
毛
並
み
の
表
現
に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
樹
木
の
種
類
が
異
な
る
た
め
、
両

図
の
樹
木
の
描
き
方
は
異
な
る
が
、
ど
ち
ら
の
樹
木
に
お
い
て
も
、
一
筆
で
墨
の
濃
淡
を
調
節
し
な
が
ら
樹
木
の
質
感
が
描
出

さ
れ
て
お
り
、
両
図
の
画
家
と
し
て
専
門
画
家
の
流
れ
を
汲
む
人
物
の
関
与
が
想
像
さ
れ
得
る
。
も
う
一
点
付
け
加
え
る
と
、

鳥
の
嘴
や
猿
の
目
の
表
現
に
は
比
較
的
、
明
確
な
色
味
の
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
彩
色
を
施
し
た
後
に
、
再

び
鳥
の
嘴
の
輪
郭
線
や
猿
の
上
瞼
の
輪
郭
線
を
、
濃
墨
に
よ
る
細
い
線
で
描
き
起
こ
し
て
い
る
（
図
11
・
12
）。
す
な
わ
ち
、
画

家
は
彩
色
の
状
況
を
顧
慮
し
、
的
確
な
描
き
起
こ
し
線
を
入
れ
て
絵
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

第
一
扇
及
び
第
六
扇
の
絵
画
表
現
、
延
い
て
は
本
屏
風
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
、
甚
だ
興
味
深
い
作
例
が
あ
る
。

円
山
応
挙
筆
「
雪
中
猿
図
」
で
あ
る
（
図
13
〜
16
）。
本
屏
風
第
六
扇
と
円
山
応
挙
筆
「
雪
中
猿
図
」
と
は
、
画
面
左
上
か
ら
画

面
右
下
へ
と
枝
を
伸
ば
す
樹
木
に
猿
が
つ
か
ま
り
、
画
面
右
方
に
体
を
乗
り
出
し
な
が
ら
、
画
面
右
下
方
向
を
窺
っ
て
い
る
と

い
う
構
図
が
甚
だ
類
似
し
て
い
る
。
更
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
両
者
の
猿
の
描
写
、
と
り
わ
け
描
線
の
表
現
で
あ
る
。
当
然
、

両
作
品
に
は
制
作
目
的
の
相
違
が
想
定
さ
れ
、
彩
色
の
程
度
や
支
持
体
の
選
択
に
お
け
る
画
家
の
姿
勢
、
更
に
は
画
面
形
式
の

（
2
）
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相
違
等
に
つ
い
て
も
鑑
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
描
線
の
表
現
は
、
以
上
の
問
題
を
超
え
て
、
比
較
的
、
画
家
の
性
格
が
表

れ
や
す
い
部
分
で
あ
る
。
こ
の
描
線
の
表
現
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、
猿
の
毛
並
の
表
現
で
あ
る
。
応
挙
が
写
生
を
重
視
し

た
画
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
諸
先
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、「
雪
中
猿
図
」
を
は
じ
め
、
応
挙
の
落
款

が
写
さ
れ
た
円
山
派
の
画
家
に
よ
る
写
生
画
に
描
か
れ
る
猿
に
お
い
て
は
、
描
線
と
墨
を
主
と
し
た
彩
色
が
併
用
さ
れ
、
一
本

一
本
の
線
描
は
細
か
く
描
き
込
ま
れ
る
一
方
で
、
実
際
の
毛
並
の
如
く
、
一
本
一
本
の
描
線
に
は
微
妙
な
変
化
が
看
取
さ
れ
、

墨
を
主
と
し
た
彩
色
に
も
微
妙
な
変
化
が
あ
り
、
一
本
一
本
の
描
線
の
位
置
関
係
や
濃
淡
、
間
隔
の
変
化
等
と
墨
を
主
と
し
た

彩
色
の
変
化
と
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
表
現
は
、
画
家
の
写
実
に
対
す
る
意
識
及
び
姿
勢
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
一
方
、

現
在
検
討
を
加
え
て
い
る
〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
第
六
扇
に
描
か
れ
た
猿
の
表
現
に
お
い
て
は
、
関
節

の
方
向
や
筋
肉
の
盛
り
上
が
り
等
に
よ
り
生
じ
る
体
の
凹
凸
に
合
わ
せ
て
、
部
分
ご
と
に
毛
並
の
表
現
に
変
化
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
が
、
同
一
の
関
節
や
筋
肉
の
動
き
に
連
動
す
る
毛
並
は
、
一
本
一
本
の
描
線
が
殆
ど
同
じ
軌
跡
で
引
か
れ
、
一
本
一
本
の

描
線
の
太
さ
や
濃
淡
の
変
化
は
見
受
け
ら
れ
る
が
、
一
本
一
本
の
描
線
自
体
は
引
き
始
め
か
ら
引
き
終
わ
り
ま
で
が
殆
ど
均
一

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
屏
風
の
猿
の
毛
並
の
表
現
か
ら
は
、
一
本
一
本
の
描
線
を
引
く
技
術
そ
の
も
の
に
対
す
る
画
家
の
意

識
が
垣
間
見
え
る
。

今
後
、
よ
り
多
様
か
つ
詳
細
な
比
較
が
必
要
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
一
つ
の
可
能
性
に
過
ぎ
な
い
が
、
本
屏
風
の
画
家
の
表

現
は
、
応
挙
の
表
現
に
比
し
て
時
代
的
に
古
く
、
大
胆
に
述
べ
れ
ば
、
狩
野
派
や
鶴
澤
派
の
表
現
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
絵
画
表
現
の
分
析
を
積
み
重
ね
て
い
け
ば
、
本
屏
風
の
作
者
を
初
め
と
し
た
諸
問
題
は
解

決
に
近
づ
い
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。
友
汀
と
応
挙
が
同
時
代
の
画
家
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
最
初
に
触
れ
た
よ
う
に
、
第
六
扇

と
応
挙
筆
「
雪
中
猿
図
」
の
主
題
及
び
構
図
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
、
以
上
の
二
点
の
み
で
、
本
屏
風
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
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す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
絵
画
表
現
の
分
析
に
よ
り
、
両
者
の
系
譜
や
画
家
の
性
格
が
明
ら
か
と
な
れ
ば
、
可
能
性
は
絞

ら
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
本
屏
風
の
絵
画
表
現
が
円
山
四
条
派
よ
り
も
狩
野
派
や
鶴
澤
派
の
表
現
に
近
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
れ
ば
、
凡
そ
次
に
示
す
三
通
り
の
可
能
性
が
考
え
得
る
。
第
一
は
、
落
款
の
通
り
、
友
汀
真
筆
と
い
う
可
能
性
。
第
二
は
、

非
常
に
稀
有
な
可
能
性
な
が
ら
、
鶴
澤
派
、
或
い
は
狩
野
派
、
ま
た
或
い
は
両
派
周
辺
の
画
家
に
よ
る
作
品
が
、
画
家
本
人
の

落
款
及
び
印
章
を
入
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
伝
来
し
、
後
世
に
何
者
か
が
本
作
品
を
鑑
定
し
、
尤
も
ら
し
い
画
家
の
落
款

及
び
印
章
を
入
れ
て
流
通
さ
せ
た
可
能
性
で
あ
る
。
第
三
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
贋
作
で
あ
る
可
能
性
な
が
ら
、
応
挙
の
作

品
と
甚
だ
近
い
主
題
及
び
構
図
を
採
用
し
つ
つ
、
応
挙
よ
り
も
前
の
時
代
に
遡
る
狩
野
派
も
し
く
は
鶴
澤
派
の
表
現
を
高
い
技

術
で
再
現
し
得
る
の
は
、
鶴
澤
派
、
更
に
は
狩
野
派
に
学
ん
だ
画
家
を
師
と
し
た
画
家
、
つ
ま
り
は
狩
野
派
や
鶴
澤
派
に
学
ん

だ
応
挙
の
ご
と
き
画
家
に
学
び
、
狩
野
派
や
鶴
澤
派
の
絵
画
の
特
徴
を
意
識
的
に
、
ま
た
無
意
識
の
う
ち
に
習
得
す
る
こ
と
と

な
っ
た
画
家
、
と
り
わ
け
円
山
四
条
派
に
連
な
る
よ
う
な
画
家
が
有
力
で
あ
ろ
う
。
第
三
の
場
合
、
本
屏
風
の
美
的
価
値
は
希

薄
な
も
の
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
円
山
四
条
派
の
画
家
の
活
動
や
近
世
京
都
に
お
け
る
有
力
商
家
と
画
家
や
画
商
と
の
関

係
な
ど
を
知
る
上
で
は
甚
だ
興
味
深
い
資
料
と
な
り
、
文
化
史
的
な
意
味
に
お
け
る
価
値
が
減
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
付
言

し
て
お
く
と
、
真
贋
判
定
は
慎
重
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
高
い
技
術
を
備
え
た
画
家
が
、
敢
え
て
父
幽
汀
や
応
挙
に
知

名
度
で
劣
る
石
田
友
汀
の
贋
作
を
制
作
す
る
理
由
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。〈
法
橋
友
汀
落

款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
中
の
第
二
扇
か
ら
第
五
扇
の
絵
画
表
現
、
中
で
も
人
物
表
現
や
人
物
の
顔
貌
表
現
に
お
い
て
も

様
々
な
問
題
が
あ
り
、
更
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
次
回
の
報
告
ま
で
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

b
、〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉

前
節
で
触
れ
た
通
り
、本
作
品
に
は
落
款
及
び
印
章
が
入
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、伝
来
過
程
等
を
示
す
資
料
も
存
在
し
な
い
た
め
、
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本
作
品
の
作
者
を
初
め
と
し
た
諸
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
何
も
な
い
無
の
状
態
か
ら

氏
素
性
の
知
れ
な
い
作
品
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
あ
る
。

何
の
手
掛
か
り
も
存
在
し
な
い
状
況
下
で
、近
世
絵
画
を
可
能
な
限
り
見
渡
し
た
結
果
、〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
の
構
図
が
、

狩
野
派
や
鶴
澤
派
の
画
家
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
屏
風
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る

の
は
、狩
野
派
の
系
譜
に
連
な
る
山
本
素
軒
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
宮
内
庁
京
都
事
務
所
）
の
う
ち
の
右
隻
、鶴
澤
探
山
筆
〈
琴

棋
書
画
図
屏
風
〉（
七
宝
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
う
ち
の
右
隻
、鶴
澤
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
聖
護
院
）
の
う
ち
の
右
隻
、

葆
光
斎
筆
〈
美
人
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
名
古
屋
城
）
の
右
隻
な
ど
の
諸
作
品
に
見
ら
れ
る
構
図
の
特
徴
で
あ
る
（
図
18
・
21
）。

以
下
、
諸
作
品
に
お
け
る
構
図
の
詳
細
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。
画
面
右
下
、
す
な
わ
ち
第
二
扇
下
端
中
央
付
近
よ
り
第
一

扇
右
端
の
画
面
上
下
幅
の
真
ん
中
よ
り
も
や
や
下
辺
り
に
か
け
て
、
岩
も
し
く
は
小
高
い
丘
を
配
す
る
。
特
に
、〈
西
王
母
東
王

父
図
屏
風
〉
及
び
鶴
澤
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
右
隻
で
は
、
第
一
扇
上
下
幅
を
三
等
分
し
た
際
の
中
央
の
区
画
に
は
、
大

き
く
「
く
」
の
字
に
曲
が
る
松
の
幹
を
描
く
。
ま
た
、
第
二
扇
上
端
中
央
付
近
よ
り
、
第
三
扇
と
第
四
扇
と
の
境
目
の
上
下
幅

の
真
ん
中
よ
り
も
や
や
上
方
に
か
け
て
、
再
び
先
の
松
の
幹
よ
り
伸
び
る
枝
を
描
き
、
第
二
扇
及
び
第
三
扇
、
松
の
枝
の
下
方

に
主
要
な
場
面
や
人
物
を
描
き
込
む
。
更
に
は
、
第
四
扇
及
び
第
五
扇
の
上
方
に
遠
景
の
山
岳
表
現
を
配
し
、
第
五
扇
の
画
面

下
半
分
に
再
び
主
要
な
場
面
や
人
物
を
描
き
込
む
。
最
後
の
第
六
扇
の
画
面
左
方
に
は
大
き
な
空
間
を
確
保
し
、
対
象
の
描
写

を
限
り
な
く
抑
え
る
。
以
上
の
通
り
、〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
の
構
図
は
、
先
に
挙
げ
た
諸
作
品
の
構
図
と
甚
だ
類
似
し
て

い
る
。
朝
日
美
砂
子
氏
は
名
古
屋
城
天
守
閣
の
展
示
室
に
て
行
わ
れ
た
展
覧
会
の
図
録
『
狩
野
派
と
名
古
屋
城
四
〇
〇
年
』
の
解

説
に
お
い
て
、〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
の
変
遷
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、
先
に
挙
げ
た
諸
作
品
同
士
の
類
似
点
や
相
違
点
に
つ
い
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
課
題
に
お
い
て
も
、〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
と
諸
作
品
と
の
類
似
点
、
相
違
点
に
つ
い
て
分
析
を
進

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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め
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ず
と
諸
作
品
同
士
の
関
係
性
は
明
確
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
の
構
図
の

分
析
は
今
後
の
主
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

次
に
細
部
の
表
現
に
つ
い
て
も
簡
潔
に
確
認
し
て
お
く
。〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
の
主
要
な
描
写
対
象
で
あ
る
人
物
表
現

の
特
徴
を
分
析
す
る
た
め
、
試
み
に
、
先
の
〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
に
描
か
れ
た
人
物
表
現
と
の
比
較

を
し
て
み
た
い
。
非
生
産
的
な
比
較
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
特
定
の
場
に
伝
来
し
た
収
集
品
の
調
査
に
お
い
て
、
作
品

の
性
格
に
つ
い
て
分
析
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
も
の
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
時
と
し
て
収
集
品
同
士
を
比
較
す
る
こ
と
も

有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
小
山
家
伝
来
品
の
現
状
に
お
い
て
は
、
収
集
品
の
中
で
の
諸
作
品
の
類
似
点
、

相
違
点
、
あ
る
い
は
重
要
度
合
が
明
確
に
な
る
だ
け
で
も
大
き
な
前
進
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
る
両
作
品
に
描

か
れ
た
人
物
は
、
漢
画
系
人
物
図
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
か
ら
は
東
王

父
を
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
か
ら
は
第
五
扇
に
描
か
れ
た
仙
人
を
取
り
上
げ
る
（
図
22
〜
25
）。〈
西
王

母
東
王
父
図
屏
風
〉
に
お
け
る
東
王
父
の
み
を
目
に
す
れ
ば
、
特
に
問
題
点
は
見
出
さ
れ
な
い
が
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥

人
物
貼
交
屏
風
〉
第
五
扇
の
仙
人
と
比
較
す
る
と
、
両
者
の
相
違
は
甚
だ
大
き
い
。〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉

第
五
扇
の
仙
人
の
表
現
に
お
い
て
は
、
髪
や
髭
の
描
線
が
均
一
に
引
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
東
王
父
の
そ
れ
は
一
本
一
本
の

描
線
に
微
妙
な
変
化
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
東
王
父
を
描
い
た
画
家
は
、
描
線
一
本
一
本
の
表
現
に
集
中
す
る
こ
と
よ
り
も
、

む
し
ろ
一
本
一
本
の
描
線
の
表
現
を
感
覚
的
に
引
き
、
顔
貌
表
現
全
体
と
し
て
捉
え
た
際
の
見
え
方
を
重
視
し
て
い
る
か
の
よ

う
で
あ
り
、
ま
る
で
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
筆
を
進
め
て
い
る
。
次
に
、
両
者
の
衣
の
輪
郭
線
や
彩
色
方
法
を
観

察
す
る
と
、
仙
人
の
表
現
に
お
い
て
は
、
描
線
の
巧
み
な
描
き
分
け
が
な
さ
れ
、
描
線
の
引
き
始
め
か
ら
引
き
終
わ
り
ま
で
を

均
一
に
す
る
所
、
描
線
に
肥
痩
を
生
じ
さ
せ
る
所
、
強
い
打
ち
込
み
を
入
れ
る
所
が
、
墨
の
濃
淡
と
共
に
描
き
分
け
ら
れ
、
衣

（
8
）
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が
風
に
た
な
び
く
様
子
が
的
確
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、東
王
父
の
表
現
に
お
い
て
は
、衣
の
輪
郭
線
が
彩
色
を
施
し
た
後
、

仕
上
げ
と
し
て
引
き
直
さ
れ
る
描
き
起
し
線
と
目
さ
れ
る
こ
と
も
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
各
部
分
の
描
線
の
描
き
始

め
か
ら
描
き
終
わ
り
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
画
家
が
意
図
し
た
も
の
と
は
見
做
し
難
い
肥
痩
の
変
化
や
、
筆
跡
の
微
妙
な
揺
ら

ぎ
が
見
受
け
ら
れ
、
筆
を
動
か
す
速
度
が
遅
く
、
そ
の
た
め
描
線
に
初
発
性
が
感
じ
ら
れ
ず
、
目
的
を
持
た
ず
に
描
線
が
引
か

れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
敢
え
て
述
べ
れ
ば
、
手
本
と
な
る
作
品
を
写
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
顔
貌
表
現
及
び
衣
の
表
現
の
比
較
を
総
合
す
る
と
、
東
王
父
を
描
い
た
画
家
は
、
顔
貌
表
現
に
お
い
て
は
自
ら
の

技
術
を
あ
る
程
度
発
揮
し
な
が
ら
、
衣
の
描
写
に
お
い
て
は
不
的
確
な
運
筆
に
終
始
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。

先
の
構
図
の
問
題
も
含
め
、
今
後
考
察
を
加
え
る
べ
き
問
題
は
多
岐
に
渡
る
も
の
の
、
構
図
、
細
部
表
現
を
中
心
と
し
た
此

処
ま
で
の
考
察
に
基
づ
け
ば
、〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
は
専
門
画
家
が
、
様
々
な
技
術
を
習
得
し
、
ま
た
画
題
を
勉
強
し
、

構
想
を
練
り
上
げ
て
制
作
し
た
、
い
わ
ゆ
る
本
画
に
あ
た
る
よ
う
な
絵
画
作
品
で
は
な
く
、
模
写
も
し
く
は
下
書
き
に
近
い
要

素
を
多
分
に
含
ん
だ
作
品
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
最
初
に
挙
げ
た
諸
々
の
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
と
の
構

図
の
類
似
や
、
東
王
父
の
顔
貌
表
現
と
衣
の
表
現
と
の
不
均
衡
と
い
う
点
か
ら
、
本
屏
風
の
作
者
と
し
て
は
、
狩
野
派
や
鶴
澤

派
に
学
び
な
が
ら
、
同
時
に
自
ら
の
表
現
を
探
究
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
に
身
を
置
い
た
画
家
、
即
ち
第
一
に
は
や
は
り
円

山
四
条
派
周
辺
の
画
家
が
関
与
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
比
較
対
象
と

し
て
挙
げ
た
鶴
澤
探
山
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
七
宝
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
や
鶴
澤
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
聖
護
院
）

の
現
物
調
査
の
機
会
も
窺
い
な
が
ら
分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
。

c
、〈
源
氏
物
語
扇
面
貼
付
屏
風
〉

本
作
品
の
分
析
に
お
い
て
も
、
有
力
な
手
掛
か
り
は
何
一
つ
な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
土
佐
派
の
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
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作
品
を
初
め
、
近
世
に
制
作
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
関
連
の
作
品
の
中
に
は
、
本
作
品
と
の
関
係
が
見
出
さ
れ
る
も
の
は
皆
無

で
あ
る
。〈
朝
顔
〉
や
〈
若
菜
上
〉
の
如
く
、『
源
氏
物
語
』
そ
の
も
の
と
は
別
に
、『
源
氏
物
語
』
を
題
材
と
し
た
絵
画
の
図
像
が
、

あ
る
程
度
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、『
源
氏
物
語
』
を
題
材
と
し
た
絵
画
作
品
の
分
析
に
お
い
て
は
、部
分
的
な
類
似
で
は
、

一
作
品
の
絵
画
的
系
譜
に
つ
い
て
解
き
明
か
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
（
図
35
・
36
）。
加
え
て
、『
源
氏
物
語
』
各
帖
を
描
写
す

る
際
の
図
像
が
確
立
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
環
境
描
写
や
構
図
に
関
し
て
は
、
画
家
や
依
頼
主
独
自
の
解
釈
が
入
り
込
む
余
地

も
多
分
に
残
さ
れ
て
お
り
、
一
層
、
状
況
を
複
雑
に
し
て
い
る
。
小
山
家
伝
来
の
〈
源
氏
物
語
扇
面
貼
付
屏
風
〉
に
お
い
て
も
、

図
像
の
継
承
を
確
認
で
き
る
場
面
が
あ
り
、
ま
た
装
束
の
意
匠
が
土
佐
派
や
狩
野
派
の
画
家
に
よ
る
表
現
と
類
似
し
て
い
る
部

分
が
見
出
さ
れ
、
小
山
家
伝
来
の
〈
源
氏
物
語
扇
面
貼
付
屏
風
〉
も
『
源
氏
物
語
』
の
絵
画
の
伝
統
に
連
な
る
一
作
品
で
あ
る

こ
と
は
確
か
な
が
ら
、
諸
作
品
と
の
類
似
点
か
ら
小
山
家
伝
来
品
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
（
図
37
・
38
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、
他
の
『
源
氏
物
語
』
の
絵
画
と
の
図
像
的
な
類
似
が
確
認
で
き
な
い
、
小
山

家
伝
来
品
独
自
の
描
写
で
あ
る
。
現
在
、
特
に
注
目
さ
れ
る
問
題
を
一
点
だ
け
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
山
家
伝
来
の
〈
源

氏
物
語
扇
面
貼
付
屏
風
〉、
第
六
扇
、
上
か
ら
二
扇
目
、〈
夕
霧
〉
と
推
定
さ
れ
る
場
面
に
描
か
れ
た
画
中
画
、
す
な
わ
ち
本
場

面
の
襖
の
画
題
及
び
表
現
で
あ
る
（
図
39
）。
本
場
面
の
襖
を
見
る
と
、
画
面
左
上
に
滝
が
描
か
れ
、
画
面
右
下
に
滝
を
見
上
げ

る
亀
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
画
中
画
に
お
け
る
亀
の
描
写
が
、
小
山
家
伝
来
品
〈
源
氏
物
語
扇
面
貼
付
屏
風
〉
の
性
格
を
知

る
上
で
の
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
亀
は
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、
描
写
対
象
と
し
て
古
く
か
ら
慣

れ
親
し
ま
れ
た
伝
統
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
亀
の
描
写
の
み
で
、
小
山
家
伝
来
品
の
性
格
を
推
測
す
る
こ
と
は
憚

ら
れ
る
が
、
本
屏
風
の
第
六
扇
、
上
か
ら
二
扇
目
、〈
夕
霧
〉
と
推
定
さ
れ
る
場
面
に
お
い
て
、
画
中
画
の
亀
の
存
在
感
が
際
立
っ

て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
筆
者
は
、
初
め
て
本
扇
面
を
目
に
し
た
際
、
こ
の
亀
の
描
か
れ
た
襖
の
表
現
を
手
掛
か
り
と
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し
て
、
場
面
の
特
定
を
試
み
た
程
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
段
階
で
土
佐
派
や
狩
野
派
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
『
源
氏
物
語
』

の
絵
画
の
中
に
、
同
様
の
画
中
画
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
此
処
で
は
、
本
扇
面
に
お
け
る
画
中
画
の
表
現
が
『
源
氏

物
語
』
の
絵
画
の
図
像
か
ら
は
逸
脱
し
て
お
り
、
小
山
家
伝
来
品
の
作
者
の
性
格
や
制
作
環
境
に
関
す
る
問
題
の
一
端
を
示
唆

す
る
も
の
と
捉
え
て
お
き
た
い
。
今
後
、
さ
ら
に
詳
細
な
分
析
が
必
要
で
あ
る
が
、
例
え
ば
円
山
四
条
派
周
辺
の
画
家
も
、
亀

を
描
写
対
象
と
し
て
度
々
取
り
上
げ
て
お
り
、特
に
〈
群
亀
図
〉（
図
40
）、画
面
右
下
に
描
か
れ
た
森
寛
斎
に
よ
る
亀
の
描
写
と
、

〈
夕
霧
〉
と
推
定
さ
れ
る
場
面
の
襖
に
描
か
れ
た
亀
の
描
写
と
は
、
亀
を
描
写
す
る
角
度
や
形
態
が
比
較
的
近
い
関
係
に
あ
り
興

味
深
い
。
ま
た
、円
山
応
挙
の
〈
瀧
に
亀
図
〉（
図
41
）
に
お
い
て
は
、亀
の
描
写
方
法
が
類
似
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、

〈
夕
霧
〉
と
推
定
さ
れ
る
場
面
の
襖
と
同
様
に
、
瀧
と
亀
と
が
合
わ
さ
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、小
山
家
伝
来
品
の
絵
画
的
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、大
き
く
次
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
。
一
点
目
は
、人
物
表
現
や
個
々

の
モ
チ
ー
フ
に
、あ
る
種
の
滑
稽
さ
、可
愛
ら
し
さ
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
物
の
顔
貌
表
現
は
引
目
鉤
鼻
の
伝
統
を
、

あ
る
程
度
踏
ま
え
つ
つ
も
、全
体
的
と
し
て
比
較
的
小
ぶ
り
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、目
の
表
現
は
引
目
と
い
う
よ
り
も
点
に
近
く
、

滑
稽
さ
や
可
愛
ら
し
さ
を
生
ず
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
（
図
42
・
43
）。
二
点
目
は
、
衣
服
や
室
礼
等
、
各
部
の
装
飾
表
現
が
甚

だ
細
か
く
丁
寧
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
図
44
・
45
）。
上
記
二
点
は
、
本
作
品
が
扇
面
と
い
う
画
面
空
間
の
限
ら
れ
た
形
態
を
有

す
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
の
〈
源
氏
物
語
扇
面
貼
付
屏
風
〉
と
必
ず
し
も
共
通
す
る
特
徴
と
は
言

え
な
い
。
む
し
ろ
、
小
山
家
伝
来
品
の
絵
画
表
現
は
、
貝
合
に
用
い
る
合
貝
に
描
か
れ
た
源
氏
物
語
の
絵
画
を
連
想
さ
せ
る
（
図

46
・
47
）。
小
山
家
伝
来
品
と
の
直
接
的
な
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
か
も
し
れ
な
い
が
、
合
貝
の
多
く
が
婚
礼
調
度
の
付
属

品
と
し
て
揃
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
加
え
て
、
現
在
小
山
家
に
伝
わ
る
扇
面
が
八
面
と
い
う

状
況
か
ら
、
当
初
は
相
当
数
の
場
面
が
存
在
し
た
一
組
の
『
源
氏
物
語
』
の
扇
面
画
が
、
あ
る
時
期
に
散
逸
し
、
そ
の
一
部
が
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何
ら
か
の
経
緯
で
小
山
家
に
齎
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

d
、〈
伝
守
信
筆
山
水
図
〉（〈
洞
庭
秋
月
図
（
仮
）〉
及
び
〈
瀟
湘
夜
雨
図
（
仮
）〉）

本
作
品
に
つ
い
て
は
、
調
査
後
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、
殆
ど
分
析
が
進
ん
で
い
な
い
。
本
作
品
の
作
者
を
初
め
と
し
た
諸

問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
基
準
と
な
る
印
章
に
つ
い
て
の
み
、
分
析
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
途
中
経
過
を
報
告
す
る
。
右
幅
〈
洞

庭
秋
月
図
（
仮
）〉
右
下
及
び
左
幅
〈
瀟
湘
夜
雨
図
（
仮
）〉
左
下
に
「
探
幽
齋
筆
」
の
落
款
と
、
探
幽
の
印
章
の
一
つ
と
し
て

世
間
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
「
守
信
」
の
朱
文
瓢
形
印
が
確
認
で
き
る
（
図
52
・
53
）。「
守
信
」
の
朱
文
瓢
形
印
に
つ
い
て
は
、

鬼
原
俊
枝
氏
の
研
究
『
幽
微
の
探
究
（
図
版
篇
）』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
守
信
」
の
朱
文
瓢
形
印
、
ま
た
同
書
に
参
考
資
料
と

し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
『
探
幽
印
影
』
に
載
せ
ら
れ
た
「
守
信
」
の
朱
文
瓢
形
印
が
好
資
料
で
あ
る
（
図
54
・
55
）。
さ
ら
に
本

書
に
お
い
て
は
、『
探
幽
印
影
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
各
印
に
付
さ
れ
た
解
説
が
原
文
の
ま
ま
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
解
説
に

よ
る
と
、「
守
信
」
の
朱
文
瓢
形
印
は
、
瓢
形
を
小
堀
遠
州
が
考
案
し
、「
守
信
」
の
書
を
林
大
学
頭
（
羅
山
）
が
書
き
、
後
藤

徳
乗
が
刻
ん
だ
合
作
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、〈
洞
庭
秋
月
図
（
仮
）〉
及
び
〈
瀟
湘
夜
雨
図
（
仮
）〉
に
お
け

る
「
守
信
」
の
朱
文
瓢
形
印
を
観
察
す
る
と
、
真
筆
と
目
さ
れ
る
諸
作
品
に
入
れ
ら
れ
た
「
守
信
」
の
朱
文
瓢
形
印
と
は
瓢
形

の
輪
郭
の
形
や
「
守
信
」
の
字
の
形
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
本
来
の
朱
文
瓢
形
印
の
輪
郭
は
、
中
間
の
く
び
れ
よ
り
も
下

方
の
膨
ら
み
の
形
が
、
四
角
形
に
近
い
歪
ん
だ
円
形
で
あ
る
の
に
対
し
、
小
山
家
品
の
〈
洞
庭
秋
月
図
（
仮
）〉
及
び
〈
瀟
湘
夜

雨
図
（
仮
）〉
の
印
章
に
お
い
て
は
、
同
部
分
の
形
が
殆
ど
歪
み
の
無
い
円
形
で
あ
る
。
ま
た
、
中
間
の
く
び
れ
よ
り
も
下
方
の

膨
ら
み
と
上
方
の
膨
ら
み
と
の
大
き
さ
の
比
率
も
、
両
者
で
は
大
き
く
異
な
る
。
さ
ら
に
、
真
筆
と
さ
れ
る
諸
作
品
の
朱
文
瓢

形
印
に
お
い
て
は
、「
守
信
」
の
「
信
」
の
字
の
旁
、
す
な
わ
ち
「
言
」
の
字
の
二
画
目
及
び
四
画
目
が
、
引
き
始
め
か
ら
引
き

終
わ
り
ま
で
の
中
間
付
近
が
大
き
く
上
方
に
波
打
つ
形
に
意
匠
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、小
山
家
品〈
洞
庭
秋
月
図（
仮
）〉

（
9
）

（
10
）
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及
び
〈
瀟
湘
夜
雨
図
（
仮
）〉
に
お
い
て
は
、
先
の
よ
う
な
特
徴
は
見
出
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
印
章
の
問
題
の
み
に
よ
っ
て

判
断
す
れ
ば
、
小
山
家
品
〈
洞
庭
秋
月
図
（
仮
）〉
及
び
〈
瀟
湘
夜
雨
図
（
仮
）〉
は
、
贋
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
る
。
他
の
分
析
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
な
が
ら
、
絵
画
表
現
に
お
い
て
も
、
描
線
の
表
現
に
は
初
発
性
が
感

じ
ら
れ
ず
、
描
線
を
引
く
技
術
は
あ
ま
り
高
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
墨
の
滲
み
を
多
用
し
た
表
現
も
、
む
し
ろ
描
写
対
象
を

曖
昧
な
も
の
と
し
て
お
り
、
全
体
的
に
如
何
に
も
そ
れ
ら
し
く
取
り
繕
お
う
と
す
る
か
の
よ
う
な
絵
に
な
っ
て
い
る
（
図
56
）。

加
え
て
、
目
測
で
の
判
断
な
が
ら
、
支
持
体
と
な
る
紙
の
質
も
、
所
々
に
繊
維
が
浮
き
上
が
っ
て
い
る
部
分
が
見
受
け
ら
れ
、

あ
ま
り
質
の
高
い
も
の
と
は
言
え
ず
、
下
地
の
処
理
も
殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
様
子
で
あ
る
。

e
、〈
伝
永
納
筆
踊
壽
老
図
（
三
福
神
図
）〉

本
作
品
に
つ
い
て
も
、
先
の
〈
伝
守
信
筆
山
水
図
〉
と
同
様
に
調
査
後
間
も
な
い
た
め
、
殆
ど
分
析
が
進
ん
で
い
な
い
。
こ

こ
で
も
、
印
章
に
つ
い
て
の
み
簡
潔
に
途
中
経
過
を
報
告
す
る
。『
日
本
書
画
落
款
大
辞
典
』
の
狩
野
永
納
の
項
を
確
認
す
る
と
、

画
号
の
一
つ
と
し
て
「
山
静
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、「
山
静
」
の
白
文
方
印
も
一
例
の
み
収
載
さ
れ
て
い
る
。
本
作
品
〈
踊
壽
老
図
〉

に
捺
さ
れ
た
「
山
静
」
の
白
文
方
印
は
経
年
変
化
に
よ
っ
て
読
み
取
り
難
く
な
っ
て
い
る
が
、『
日
本
書
画
落
款
大
辞
典
』
に
収

載
さ
れ
た
「
山
静
」
の
白
文
方
印
と
は
、
い
さ
さ
か
「
山
静
」
の
字
の
形
が
異
な
っ
て
い
る
（
図
60
・
61
）。
一
方
で
、『
日
本

書
画
落
款
大
辞
典
』
に
お
い
て
は
、
永
納
の
通
称
と
し
て
「
縫
殿
助
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、
前
節
で
紹
介
し
た
本
作
品
の
保
存
箱

蓋
へ
の
書
き
込
み
「
狩
野
縫
殿
助
山
静
」
と
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
保
存
箱
蓋
へ
の
書
き
込
み
を
行
っ
た
人
物
が
、
永

納
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
知
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
絵
画
表
現
の
分
析
は
不
十
分
な
が
ら
、
先
の
〈
伝
守

信
筆
山
水
図
〉
の
よ
う
な
、
絵
を
描
く
た
め
の
下
地
の
処
理
が
殆
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
状
態
と
は
異
な
り
、
線
を
引
く
た
め
の

下
地
の
処
理
が
全
体
に
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
（
図
62
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
段
階
で
本
作
品
の
真
贋
に
言

（
11
）

（
12
）
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及
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。

f
、〈
伝
探
信
筆
寿
老
人
図
〉

本
作
品
の
分
析
も
先
の
二
作
品
と
同
様
の
状
況
で
あ
る
。
画
面
中
央
に
描
か
れ
た
寿
老
人
の
頭
部
の
右
方
に
捺
さ
れ
て
い
る

「
忠
淵
」
の
白
文
方
印
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
画
落
款
大
辞
典
』
の
狩
野
探
信
の
項
を
参
照
す
る
と
、「
探
信
」
を
名
乗
る
人
物

が
二
名
お
り
、
一
人
目
、
す
な
わ
ち
探
幽
の
長
男
と
し
て
鍛
冶
矢
橋
狩
野
家
を
継
い
だ
方
の
「
探
信
」
の
画
号
と
し
て
「
忠
淵
」

が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
忠
淵
」
の
白
文
方
印
も
二
例
収
載
さ
れ
て
お
り
、
本
作
品
に
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
字
の
形
が

微
妙
に
異
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
断
定
す
る
段
階
に
は
な
い
（
図
65
・
66
）。
ま
た
絵
画
表
現
の
問
題
と
併
せ
て
考
察
す
る
と
、

例
外
は
あ
る
も
の
の
、
多
く
の
場
合
、
単
独
の
人
物
を
縦
長
の
画
面
中
央
に
配
す
る
際
に
は
、
人
物
が
向
い
て
い
る
方
向
と
は

反
対
側
の
下
方
隅
に
落
款
及
び
印
章
を
入
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
。
勿
論
、
例
外
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
、

本
作
品
に
お
け
る
人
物
表
現
と
落
款
及
び
印
章
と
の
位
置
関
係
が
、
本
作
品
の
真
贋
を
疑
う
理
由
に
は
成
り
得
な
い
が
、
落
款

及
び
印
章
の
存
在
感
、
す
な
わ
ち
落
款
の
墨
の
濃
さ
、
筆
勢
、
ま
た
印
章
の
朱
色
に
比
し
て
、
絵
画
表
現
の
筆
勢
は
全
体
的
に

弱
く
、
墨
も
薄
く
、
更
に
は
彩
色
も
甚
だ
簡
素
で
あ
る
。
積
極
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
落
款
及
び
印
章
が
絵
画
表
現
を
損
な

い
兼
ね
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
加
え
て
、画
面
上
方
の
広
大
な
余
白
も
評
価
し
難
い
。
当
然
、賛
が
入
れ
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
り
、本
作
品
と
同
様
に
画
面
上
方
に
広
大
な
余
白
が
残
さ
れ
た
作
品
は
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

広
大
な
余
白
を
残
す
の
で
あ
れ
ば
、
絵
の
み
で
も
画
面
が
成
立
す
る
だ
け
の
筆
力
が
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
厳
し
い
意

味
で
、
本
作
品
に
お
い
て
は
、
寿
老
人
を
初
め
と
し
た
絵
画
表
現
が
余
白
を
感
じ
さ
せ
な
い
だ
け
の
画
力
を
備
え
て
い
な
い
。

落
款
及
び
印
章
の
真
偽
を
疑
う
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
狩
野
探
幽
の
長
男
と
し
て
鍛
冶
橋
狩
野
家
を
継
ぎ
、
ま
た

江
戸
城
や
御
所
の
障
壁
画
制
作
に
参
加
し
、
更
に
は
法
眼
位
に
叙
さ
れ
た
狩
野
探
信
の
作
品
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
質
が
落
ち

（
13
）
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る
も
の
と
看
做
さ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
興
味
深
い
の
は
、
本
作
品
の
紙
質
が
、
先
の
小
山
家
品
〈
伝
守
信
筆
山

水
図
〉
に
近
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
画
題
は
大
き
く
異
な
る
も
の
の
、
描
線
の
運
筆
や
彩
色
に
お
け
る
墨
の
色
数
及
び
色
味

と
い
っ
た
点
も
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
（
図
67
）。
今
後
は
本
作
品
の
み
な
ら
ず
、
他
の
小
山
家
伝
来
品
と
の
関
係

性
も
顧
慮
し
な
が
ら
分
析
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

三
、
む
す
び
に
か
え
て

基
本
的
な
調
査
を
終
え
た
小
山
家
伝
来
の
美
術
作
品
に
つ
い
て
、
個
々
の
作
品
に
関
わ
る
個
別
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
既
に

述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
小
山
家
伝
来
品
の
調
査
及
び
研
究
は
、
今
後
も
継
続
し
て
行
う
予
定
で
あ
る
が
、
最
後
に
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
小
山
家
伝
来
品
総
て
に
関
わ
る
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

基
礎
調
査
を
終
え
た
の
は
僅
か
七
件
の
作
品
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
作
品
は
大
き
く
二
種
類
に

分
類
さ
れ
る
。
第
一
は
、
平
成
二
十
七
年
度
に
調
査
を
実
施
し
た
三
件
四
作
品
、
す
な
わ
ち
、〈
伝
守
信
筆
山
水
図
〉、〈
伝
永
納

筆
踊
壽
老
図
（
三
福
神
図
）〉、〈
伝
探
信
筆
寿
老
人
図
〉
の
如
く
、
十
七
世
紀
ま
で
遡
り
得
る
狩
野
派
の
画
家
の
落
款
及
び
印
章

を
伴
う
作
品
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
が
真
筆
で
あ
れ
ば
、
最
盛
期
の
小
山
家
の
権
威
や
文
化
的
活
動
の
一
端
を
示
す
も
の

と
成
り
得
る
で
あ
ろ
う
し
、
贋
作
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
つ
頃
、
い
か
な
る
工
程
を
経
て
、
い
か
な
る
人
々
に
よ
っ
て
小
山
家
へ

と
齎
さ
れ
た
の
か
、
甚
だ
興
味
深
い
。

第
二
は
、
平
成
二
十
六
年
度
に
調
査
を
実
施
し
た
三
件
の
屏
風
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉、〈
西
王
母
東

王
父
図
屏
風
〉、〈
源
氏
物
語
扇
面
貼
付
屏
風
〉
の
如
く
、
狩
野
派
及
び
鶴
澤
派
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た
近
世
京
都
の
絵
画
的

系
譜
の
余
韻
を
残
し
な
が
ら
も
、
応
挙
を
初
め
と
し
た
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
京
都
画
壇
、
と
り
わ
け
円
山
四
条
派
周
辺
の
画
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家
と
の
関
係
を
垣
間
見
せ
る
作
品
群
で
あ
る
。
し
か
る
べ
き
画
家
の
関
与
が
明
ら
か
と
な
れ
ば
、
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
小
山

家
の
経
済
状
況
や
文
化
的
活
動
の
一
端
を
示
す
も
の
に
な
る
と
同
時
に
、
円
山
四
条
派
周
辺
画
家
を
初
め
と
し
て
、
未
だ
知
ら

れ
て
い
な
い
近
世
京
都
画
壇
の
新
た
な
一
面
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

当
然
、
第
一
に
進
展
さ
せ
る
べ
き
課
題
は
、
両
作
品
群
の
真
贋
判
定
で
あ
る
が
、
小
山
家
伝
来
の
美
術
作
品
の
真
価
は
、
贋

作
が
見
出
さ
れ
た
場
合
に
も
、
新
た
な
研
究
の
可
能
性
が
広
が
り
得
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
既
に
第
一
群
の
作
品
の
中
に
は
真
贋

の
疑
わ
れ
る
も
の
が
見
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
真
贋
の
疑
わ
れ
る
作
品
に
も
作
者
は
存
在
し
、
人
並
み
以
上
の
技

術
と
経
験
と
が
必
要
と
さ
れ
る
様
子
は
想
像
に
難
く
な
い
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
あ
ま
り

言
及
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

小
山
家
伝
来
の
美
術
作
品
の
中
で
、
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
で
あ
る
。

石
田
友
汀
と
い
う
画
家
は
、
近
世
絵
画
史
に
お
い
て
最
も
重
要
な
画
家
の
一
人
で
あ
る
円
山
応
挙
や
、
応
挙
の
師
と
し
て
注
目

さ
れ
て
き
た
父
石
田
幽
汀
の
影
に
隠
れ
、
ま
た
作
例
に
乏
し
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
美
術
史
研
究
に
お
い
て
は
殆
ど
注
目

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
画
家
で
あ
っ
た
。
本
作
品
の
信
用
が
高
ま
れ
ば
石
田
友
汀
と
い
う
画
家
を
再
評
価
す
る
こ
と
に
繋
が
り
、
狩

野
派
よ
り
円
山
四
条
派
へ
と
至
る
近
世
絵
画
史
の
主
要
な
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
も
注
目
に
値
す
る
作
品
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
加
え
て
、
小
山
家
の
文
化
的
活
動
の
一
端
を
示
す
作
例
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
本
作
品
の
真
贋
が
疑
わ
れ
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
何
故
本
作
品
が
第
一
群
の
よ
う
な
有
力
画
家
で
は
な
く
、
石
田
友
汀
と
い
う
画
家
の
名
を
借
り
る
こ
と
と
な
っ

た
の
か
、
新
た
な
問
題
が
現
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
間
接
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
や
は
り
石
田
友
汀
と
い
う
画
家
を
再
評
価

す
る
こ
と
に
な
り
、
更
に
は
、
第
一
群
の
作
例
と
併
せ
て
、
い
よ
い
よ
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
近
世

京
都
に
お
け
る
諸
々
の
画
家
の
新
た
な
一
面
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
14
）
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以
上
の
通
り
、
僅
か
な
が
ら
今
後
の
見
通
し
を
立
て
ら
れ
る
状
況
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
本
課
題
は
活
動
を
開
始
し
た
ば
か

り
で
あ
り
、
状
況
は
日
々
刻
々
と
変
化
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
世
京
都
の
有
力
商
家
小
山
家
の
文
化
的
活
動
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、
よ
り
一
層
、
慎
重
か
つ
詳
細
な
調
査
・
研
究
を
継
続
し
て
い
く
。

（
執
筆
担
当
―
一
を
鈴
木
、
二
を
吉
田
、
三
は
鈴
木
・
吉
田
が
共
同
で
担
当
。）

注（
1
）　

平
成
二
十
六
年
度
の
調
査
の
後
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
と
同
様
に
、
第
一
扇
及
び
第
六
扇
に
「
法
橋
友
汀
筆
」

の
落
款
と
印
章
を
伴
う
、
本
来
は
本
屏
風
と
対
を
成
し
て
い
た
と
看
做
さ
れ
る
屏
風
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
。

（
2
）　
〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
第
一
扇
及
び
第
六
扇
に
入
れ
ら
れ
た
印
章
に
関
し
て
、
朱
文
方
印
が
全
体
と
し
て
「
鶴

沢
（
鶴
澤
）」
を
示
し
、
こ
の
朱
文
方
印
の
上
半
分
と
下
半
分
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
字
と
し
て
白
文
連
印
中
の
左
上
及
び
右
下
に
用
い
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
白
文
連
印
中
の
右
上
の
字
は
「
田
」、
左
下
の
字
は
「
印
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仮
に
印
章
を
今
の
よ

う
に
解
釈
し
た
場
合
、
石
田
友
汀
の
父
石
田
幽
汀
は
鶴
澤
派
の
流
れ
を
汲
む
画
家
で
あ
り
、
息
子
の
石
田
友
汀
も
鶴
澤
派
の
流
れ
を
汲

む
画
家
の
一
人
と
看
做
さ
れ
、「
鶴
沢
」
の
名
を
伴
っ
た
印
象
を
使
用
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
た
、
白
文
連
印
中
の

「
田
」
に
つ
い
て
は
、
苗
字
に
「
田
」
の
字
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
関
連
性
が
あ
る
。
な
お
、
筆
者
が
瞥
見
し
た
限
り
で
は
、
石
田
友

汀
真
筆
と
し
て
世
間
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
作
品
は
数
例
に
留
ま
っ
て
お
り
、
石
田
友
汀
の
印
章
と
し
て
は
、
名
「
叔
明
」
を
示
す
も

の
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
（
図
5
〜
7
）。
ま
た
、
仮
に
本
屏
風
の
印
章
を
先
の
よ
う
に
解
釈
し
た
場
合
に
、「
田
」、「
鶴
」、「
沢
」

と
い
っ
た
字
を
画
号
や
名
に
含
む
画
家
、
あ
る
い
は
屏
風
を
所
有
し
た
可
能
性
の
あ
る
有
力
者
も
現
在
の
と
こ
ろ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

加
え
て
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
第
一
扇
及
び
第
六
扇
に
入
れ
ら
れ
た
落
款
は
、
第
一
扇
と
第
六
扇
と
で
、「
法

橋
友
汀
筆
」
の
字
体
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
（
図
2
・
3
）。
こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
石
田
友
汀
の
真
筆
と
さ
れ
、
本
格
的
な
絵
画

表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
作
品
の
中
で
、〈
蘭
亭
曲
水
図
屏
風
〉（
七
宝
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
右
隻
と
左
隻
と
、
ま
た
〈
梅
竹

鶴
図
〉（
七
宝
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
右
幅
と
左
幅
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
落
款
の
字
体
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
図
6
・
7
）。
図

録
で
の
観
察
な
が
ら
、
石
田
友
汀
の
落
款
の
特
徴
と
し
て
、
連
作
で
あ
っ
て
も
個
々
の
落
款
の
字
体
が
異
な
る
と
い
う
点
が
指
摘
で
き
、

む
し
ろ
〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
の
真
贋
に
関
し
て
、
積
極
的
な
捉
え
方
を
支
持
す
る
一
つ
の
要
素
と
成
り
得
る
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可
能
性
が
あ
る
。

（
3
）　
『
京
都
御
所
ゆ
か
り
の
至
宝
』（
展
覧
会
図
録
、
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年
。 

（
4
）　
『
彩
〜
鶴
澤
派
か
ら
応
挙
ま
で
〜
』（
展
覧
会
図
録
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
。

（
5
）　
『
聖
護
院
門
跡
の
名
宝
』（
展
覧
会
図
録
）、
龍
谷
大
学
・
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
一
五
年
。

（
6
）　
『
狩
野
派
と
名
古
屋
城
四
〇
〇
年
』（
展
覧
会
図
録
、
名
古
屋
城
特
別
展
開
催
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
。

（
7
）　

右
に
同
じ
。

（
8
）　

言
う
ま
で
も
な
く
、 

鶴
澤
探
山
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
七
宝
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
及
び
鶴
澤
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
聖

護
院
）
に
お
け
る
人
物
表
現
と
の
比
較
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
現
物
調
査
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
9
）　

鬼
原
俊
枝
『
幽
美
の
探
究
（
図
版
篇
）』、
大
阪
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

（
10
）　

前
掲
書
注
9
、
一
六
二
頁
参
照
。

（
11
）　
『
日
本
書
画
落
款
大
辞
典
〈
上
巻
〉』、
遊
子
館
、
二
〇
〇
七
年
。

（
12
）　

前
掲
書
注
11
。
一
五
六
頁
参
照
。

（
13
）　

前
掲
書
注
11
。
一
六
八
頁
参
照
。

（
14
）　

石
田
友
汀
の
生
没
年
や
画
号
な
ど
に
つ
い
て
は
、
諸
先
学
の
研
究
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
1
、
佐
々
木
丞
平
「
京
画
壇
と

鶴
沢
派
」（『
江
戸
期
の
京
画
壇
―
鶴
沢
派
を
中
心
と
し
て
』（
展
覧
会
図
録
）
所
収
）、
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
、
一
九
九
六
年
。
2
、

五
十
嵐
公
一
「
鶴
澤
派
に
注
目
す
る
理
由
」（『
彩
〜
鶴
澤
派
か
ら
応
挙
ま
で
〜
』（
展
覧
会
図
録
）
所
収
）、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、

二
〇
一
〇
年
。
3
、『
都
の
絵
師
は
百
花
繚
乱 『
平
安
人
物
志
』
に
み
る
江
戸
時
代
の
京
都
画
壇
』（
展
覧
会
図
録
）、
京
都
文
化
博
物
館
、

一
九
九
八
年
。

図
版
出
典

（
図
1
〜
3
、
8
〜
14
、
17
、
22
〜
35
、
37
、
39
、
42
〜
45
、
48
〜
53
、
56
〜
60
、
62
〜
66
）
は
小
山
勝
之
氏
よ
り
鈴
木
が
許
可
を
い
た
だ
き
、

吉
田
が
撮
影
を
行
っ
た
。

（
図
4
）『
彩
〜
鶴
澤
派
か
ら
応
挙
ま
で
〜
』（
展
覧
会
図
録
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
。

（
図
5
）『
日
本
書
画
落
款
大
辞
典
〈
上
巻
〉』、
遊
子
館
、
二
〇
〇
七
年
。

（
図
6
）
前
掲
書
図
4
。
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（
図
7
）
前
掲
書
図
4
。

（
図
15
）『
円
山
応
挙
画
帖
﹇
図
版
編
﹈』、
京
都
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
。

（
図
16
）
右
に
同
じ
。

（
図
18
）
前
掲
書
図
4
。

（
図
19
）『
聖
護
院
門
跡
の
名
宝
』（
展
覧
会
図
録
）、
龍
谷
大
学
・
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
一
五
年
。

（
図
20
）『
京
都
御
所
ゆ
か
り
の
至
宝
』（
展
覧
会
図
録
、
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年
。

（
図
21
）『
狩
野
派
と
名
古
屋
城
四
〇
〇
年
』（
展
覧
会
図
録
、
名
古
屋
城
特
別
展
開
催
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
。

（
図
36
）『
源
氏
絵
鑑
帖
』、
宇
治
市
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
〇
一
年
。

（
図
38
）
右
に
同
じ
。

（
図
40
）『
都
の
絵
師
は
百
花
繚
乱
』（
展
覧
会
図
録
）、
京
都
文
化
博
物
館
、
一
九
九
八
年
。

（
図
41
）
前
掲
書
図
15
。

（
図
46
）『
絵
画
で
つ
づ
る
源
氏
物
語
』（
展
覧
会
図
録
）、
徳
川
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年
。

（
図
47
）
右
に
同
じ
。

（
図
54
）『
幽
美
の
探
究
（
図
版
篇
）』、
大
阪
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

（
図
55
）
右
に
同
じ
。

（
図
61
）
前
掲
書
図
5
。

（
図
67
）
右
に
同
じ
。
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図
1
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉

図
2
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
第
一
扇
落
款
及
び
印
章

図
3
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
第
六
扇
落
款
及
び
印
章

図
4
（
参
考
図
版
）、
鶴
澤
探
泉
落
款
及
び
印
章

図
5
、
友
汀
印
章
（『
日
本
書
画
落

款
大
辞
典
』よ
り
）

図
6
、〈
梅
竹
鶴
図
〉
右
隻
落
款
及
び
印
章

図
7
、〈
梅
竹
鶴
図
〉
左
隻
落
款
及
び
印
章
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図
8
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
第
一
扇

図
9
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
第
一
扇

図
10
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
第
六
扇 図

11
、
第
一
扇
「
尾
長
鳥
」

図
12
、
第
六
扇
「
猿
」
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図
13
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
第
六
扇

図
15
、
円
山
応
挙
筆
〈
雪
中
猿
図
〉

図
16
、
同
上

図
14
、
同
上
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図
17
、〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉

図
18
、
鶴
澤
探
山
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉

図
19
、
鶴
澤
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
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図
20
、
山
本
素
軒
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉

図
21
、
葆
光
斎
筆
〈
美
人
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
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図
22
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
第
五
扇
「
仙
人
」

図
24
、〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉「
東
王
父
」

図
23
、
同
上

図
25
、
同
上
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図
26
、〈
源
氏
物
語
扇
面
貼
付
屏
風
〉

図
27
、
草
花
図

図
28
、「
朝
顔
」

図
29
、「
若
菜
上
」

図
30
、「
橋
姫
」
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図
31
、「
桐
壷
」

図
32
、「
玉
鬘
」

図
33
、「
薄
雲
」
か
？

図
34
、「
夕
霧
」
か
？

図
35
、
小
山
家
品
「
朝
顔
」（
部
分
）

図
36
、
伝
土
佐
光
則
筆
「
朝
顔
」（
部
分
）
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図
37
、
小
山
家
品
「
朝
顔
」（
装
束
の
模
様
）

図
38
、
伝
土
佐
光
則
筆
「
薄
雲
」（
装
束
の
模
様
）

図
42
、
小
山
家
品

図
44
、
小
山
家
品

図
43
、
小
山
家
品

図
45
、
小
山
家
品

図
46
、
合
貝

図
47
、
合
貝
（
部
分
拡
大
）
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図
39
、
小
山
家
品
「
夕
霧
？
」（
襖
の
表
現
）

図
40
、
諸
家
〈
群
亀
図
〉（
岸
岱
、
狩
野
永
岳
、
土
佐
光
文
、
ほ
か
）

図
41
、
円
山
応
挙
筆
〈
瀧
に
亀
図
〉
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図
50
、〈
伝
守
信
筆
山
水
図
〉
保
存
箱

図
51
、〈
伝
守
信
筆
山
水
図
〉
保
存
箱

図
48
、〈
洞
庭
秋
月
図
（
仮
）〉（〈
伝
守
信
筆
山
水
図
〉
の
う
ち
）

図
49
、〈
瀟
湘
夜
雨
図
（
仮
）〉（〈
伝
守
信
筆
山
水
図
〉
の
う
ち
）
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図
52
、〈
洞
庭
秋
月
図
（
仮
）〉
落
款
及
び
印
章

図
53
、〈
瀟
湘
夜
雨
図
（
仮
）〉
落
款
及
び
印
章

図
54
、
狩
野
探
幽
「
守
信
」
印
章

（『
日
本
書
画
落
款
大
辞
典
』
よ
り
）
図
55
、
狩
野
探
幽
「
守
信
」
印
章

（『
探
幽
印
影
』
よ
り
）

図
56
、〈
瀟
湘
夜
雨
図
（
仮
）〉（
部
分
）
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図
57
、〈
伝
永
納
筆
踊
壽
老
（
三
福
神
図
）〉

図
58
、〈
伝
永
納
筆
踊
壽
老
（
三
福
神
図
）〉
保
存
箱

図
59
、  〈
伝
永
納
筆
踊
壽
老
（
三

福
神
図
）〉
保
存
箱
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図
62
、〈
伝
永
納
筆
踊
壽
老
（
三
福
神
図
）〉

図
61
、  

永
納
「
山
静
」
印
章

（『
日
本
書
画
落
款
大
辞
典
』
よ
り
）

図
60
、〈
伝
永
納
筆
踊
壽
老
（
三
福
神
図
）〉
印
章
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図
67
、〈
伝
探
信
筆
寿
老
人
図
〉

図
63
、〈
伝
探
信
筆
寿
老
人
図
〉

図
64
、〈
伝
探
信
筆
寿
老
人
図
〉
保
存
箱

図
66
、  

探
信
「
忠
淵
」
印
章
（『
日
本
書
画

落
款
大
辞
典
』
よ
り
）

図
65
、〈
伝
探
信
筆
寿
老
人
図
〉
印
章


